
ま ち の で き こ と 

親子で楽しいg1画鑑賞 
金木町商工会青年部（部長＝黒沼剛）主催の映画上映会が3月10日、 

金木町中央公民館大ホールで開催されました。 

子どもたちに映画を楽しむ機会を提供したいと、青森テレビと青森県

映画センターの協力により行われたもので、上映された作品は全国でも

数多く上映されて好評を得ている 「エルマーの冒険」。この映画上映会

は県内20ケ所で行われていますが北郡では唯一金木町だけとあって、 

会場には約100人の親子連れが詰め掛けました。子どもたちは、迫力あ

る大きなスクリーンとエルマーが繰り広げる愛と冒険の物語にー喜―憂

しながら、約1時間30分にわたり映画を楽しみました。 

主催した商工会青年部は上映会で得た収益を福祉に役立ててほしいと、後日、町社会福祉協議会へ寄付しました。 

これで安心！チャイルドシー卜講習会 
保健センターで 3 月14日、幼い子どもを持つお母さんやチャイルド

シートの取り付けに不安を持っているお母さんたちを対象に、チャイ

ルドシート取り付け講習会が開催されました。 

これは県警察本部と県交通安全協会が、乳幼児のお母さんたちに簡

単で正確な取り付け方法を学んでもらおうと行ったもの。参加者から

は 「説明書を読んでも上手くつけられない」「安心して子どもを乗せる

ことができない」 といった声が挙げられ、職員らが正しく、しっかり

と取り付けるコツを指導しました。この後、練習用の取り付け台を使

用して実際に体験。 2 人のお子さんを持つ西村美奈子さん（金木）は 

「今まで付けていたのとは全然違う。帰ったら早速付け直してみます」 

と感想を話していました。 

大健闘！金木中学茂柔道クラブ 醐 
弘前市で行われた第21回津軽地区少年柔道練成大会に出場した金木

中学校柔道クラブが団体2年の部で見事優勝に輝き、このほど役場を訪

問して鳴海町長に戦績報告をしました。 

指導に当たっている金本敬夫さんと相馬教頭とともに訪れた選手た

ち。チームとして初めての優勝をした大会を振り返り 「決まった瞬間、 

うれしくて感動した。今後も練習をがんばり、ぜひとも中体連で勝ちた

い」と抱負を語り、金本さんも 「父兄との団結力があったからこその成

績です」 と勝因を話していました。 

"”三肥湾吏既‘ど房z湾イそー三クww庭zr 	’夢毛グ琢彦”w~w師”www沙”うクラゆら夢吃舞ゆr柳”’ク”巧湧啄沙泌””""""”うグw泌クwぺ 
― 	一 ． 一 一 一 一一 一 ． 一 	 一 ． 一ー 	 、 

子ども会活動に功績 ～西村万吉さん全国連合会表彰～ I 
西村万吉さん（喜良市）がこのほど、長年にわたり子ども会活動に尽力した 曹 

ことが認められ、全国子ども会連合会育成者部門の表彰を受けました。 	 蓄 
授賞式は 2 月 9日、大分県で開かれた第34回全国子ども会育成中央会議の席 ミ 

上で行われ、金井会長から表彰状と楯が贈られました。 	 § 
西村さんは、これまで喜良市地区子ども会育成協力会長、町子連会長、西北 曹

五地子連会長、県子連理事として子ども会育成に尽力し、その活動は35年にも § 
及びます。現在も町子連会長、県子連理事として活躍し、後進の育成に力を入 ミ

れている西村さん。~これまでの人生の半分以上を子ども会活動に携わり、子ど ミ

も会のお陰で楽しみと生きる力をいただくことができた。今後は長男夫婦が引 ミ 

き継いでくれるので安心しています」 と語っていました。 	 ミ 

(7）広報かなぎ 



平成 12 年国勢調査速報 

勿日本の人口 1億2692万人（世界第 9位） 

彩青森県の人口 147万5635人（全国第28位） 

彩金木町 

平成12年 平成 7年 
国 勢調 査比 国勢調査（速報） 

人ロ総数 11, 103人 -658人 

男 5, 101人 -302人 

女 6, 002人 -356人 

世帯数 3, 598世帯 4 世帯 

平成12年国勢調査にご協力いただきましてありがとう

ございました。 

‘、‘ ノ 

飽フ能み鍋 

町内交通危険箇所検証 3/6 町
議
会
や
町
農
業
委
員
会
、
津
 

軽
北
部
農
業
協
同
組
合
が
反
対
決
 

議
を
し
て
い
る
 
「大
東
ケ
丘
地
区
 

の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
」
の
問
 

題
に
つ
い
て
、
町
民
の
有
志
で
組
 

織
す
る
「
金
木
町
を
守
る
会
」
が
 

こ
の
ほ
ど
、
県
に
対
し
て
建
設
計
 

画
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
書
を
提
 

出
し
ま
し
た
。
 

こ
の
問
題
は
、
平
成
十
年
九
月
 

に
民
間
会
社
が
県
の
許
可
を
得
て
 

か
ら
、
十
カ
月
後
の
平
成
十
一
年
 

七
月
に
地
区
に
対
し
て
の
説
明
会
 

を
開
き
ま
し
た
が
、
住
民
の
理
解
 

が
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
 

か
ら
、
同
年
九
月
に
町
議
会
を
は
 

じ
め
町
農
業
委
員
会
、
津
軽
北
部
 

農
協
が
風
評
被
害
や
農
地
保
全
な
 

ど
を
理
由
に
相
次
い
で
施
設
建
設
 

に
反
対
の
決
議
を
し
ま
し
た
。
ま
 

た
、
「金
木
町
を
守
る
会
」
で
は
 

町
内
を
中
心
に
署
名
運
動
を
行
い
、
 

集
ま
っ
た
六
千
百
七
十
一
名
の
署
 

名
と
請
願
書
を
二
月
十
三
日
に
県
 

環
境
生
活
部
長
と
農
林
部
長
へ
提
 

出
し
た
も
の
で
す
。
 

町
で
は
主
要
機
関
の
反
対
決
議

を
重
視
し
、
町
民
の
不
安
を
一
掃

す
る
た
め
、
計
画
地
が
裁
判
所
の

期
間
入
札
に
附
さ
れ
た
際
、
入
札

に
参
加
す
る
な
ど
反
対
姿
勢
を
表

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
当
該
地
は
現
在
も
農
用

地
区
域
で
、
施
設
建
設
に
つ
い
て

は
町
長
の
許
可
及
び
県
知
事
の
承

認
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

法
に
違
反
し
た
ま
ま
の
建
設
着
手

を
し
な
い
よ
う
文
書
で
要
請
し
て

い
る
ほ
か
、監
視
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

産
廃
焼
却
施
鋤
卿は
反
対
で
す
 

 

●場 所 浜屋商店前の十字路 

●道路図 

 

 

●交通状況 
浜屋商店前の十字路は県道と県道が交差する十

字路ですが、駅方面からの道路と下町の道路にズ
レがあり変形十字路となっています。斜陽館前の
道路が下り坂になっていることや交通量の多さか
ら、大変危険な交差点であるといえます。 

●検 証 
上の道路図のとおり、見通しの悪い十字路のた

め、②・③が徐行、①は一時停止、④は午前7時
から午後7時までー方通行となっています。①か
ら十字路に進入する場合は建物により右側の視界
がさえぎられているため、前方カーブミラーで車
が来ないか確認しますが、このとき②の方向から
の車が下り坂を走ってくることを考慮して、十分
な余裕をもって十字路に進入しなければ出合い頭
の衝突事故になるおそれがあります。また、停止
線より前に出てしまうと、③の方向から右折して
くる車の進路妨害となり、接触事故につながる危
険性があります。 
このようなことから五所川原土木事務所では、 

この変形十字路を改修する計画がありますが、着
工時期は未定のためしばらくの間はお互いに注意
して走行するようにしましよう。 

金木町交通安全対策協議会 
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伝
 
言
 
板
 

⑨

届
い
て
い
ま
す
 

●

二
月
三
日
 

家
の
力
ギ

（
三
つ
、
玄
関

・

補
助
・
物
置
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
 

ー
付
）
 
町内
路
上
 

●

二
月
八
日
 

車
の
カ
ギ

（
三菱
、
羊
の
ぬ

い
ぐ
る
み
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
付
）
 

金
木
幼
稚
園
近
く
路
上
 

●

一
一月
一
一十
日
 

小
銭
入
れ
（
黒
色
、
皮
製
）
 

伊
藤
靴
店
前
路
上
 

●

一
一月
一
一
十
五
日
 

財
布
（
緑
色
、
ポ
ム
ポ
ム
プ
 

リ
ン
の
刺
し
ゆ
う
付
）
 

金
木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
ノ
ア
 

北
川
本
店
内
 

●
一
一月
一
一十
五
日
 

財
布
（
茶
色
、
ポ
ケ
モ
ン
の

イ
ラ
ス
ト
付
）
 

金
木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ノ
ア

あ
き
も
と
衣
料
店
内
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

〇

係
か
ら
 

広
報
か
な
ぎ
の
バ
ッ
ク
 

ナ
ン
バ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す

平
成
十
一
年
五
月
か
ら
平
成

十
三
年
二
月
ま
で
の
広
報
か
な

ぎ
が
余
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
 

ほ
し
い
方
は
役
場
企
画
観
光
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た

い
方
は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

こ
ん
な
と
き
、
 

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る

基
礎
年
金
に
は
、
次
の
三
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
 

☆
老
齢
基

礎
年
金
 

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
四
十
年
間
、
全
期
間
保

険
料
を
納
め
る
と
六
十
五
歳
か

ら
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
次
の
期
間
を
合
算
し

て
、
二
十
五
年
以
上
あ
れ
ば
納

め
た
期
間
に
応
じ
た
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、
ま

た
は
免
除
を
受
け
た
期
間
 

②
厚
生
年
金

（
船員
保
険
）
や

共
済
組
合
に
加
入
し
た
期
間

③
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間
 

④
合
算
対
象
期
間
（
国
民
年
金
 

こ
ん
な
年
金
 

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
一
一

十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
期

間
や
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当

金
を
受
け
た
期
間
等
）
 

☆
障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
加
入
中
あ
る
い
は
、
 

二
十
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
ゃ

ケ
ガ
が
原
因
の
場
合
に
は
、
加

入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
が

合
わ
せ
て
三
分
の
二
以
上
あ
る

か
、
初
診
日
前
の
一
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ニ
十
歳
前
の
病
気
ゃ

ケ
ガ
が
原
因
の
場
合
に
は
こ
れ
 
 

ら
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

☆
遺
族
基

礎
年
金
 

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た

し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
子
（
注
）
の
あ
る
妻
、
 

ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

（
注
）
「子
」
と
は
十
八
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初

e
三
月
一1
1
 

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
か
又

は
二
十
歳
未
満
で
あ
っ
て
障
害

等
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態

に
あ
り
、
か
つ
、
現
に
婚
姻
し

て
い
な
い
こ
と
。
 

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

①
死
亡
日
前
の
加
入
期
間
の
う

ち
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
が
合

わ
せ
て
三
分
の
ニ
以
上
あ
る

こ
と
。
 

②
死
亡
日
前
の

一
年
間
に
保
険

料
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
 

③
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。
 

こ
の
他
に
国
民
年
金
に
は
付

加
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一

時
金
と
い
う
給
付
も
あ
り
ま
す
。
 

2月号 

2月号クイズの答えは 

①太宰治の本名は？ 
C―津島修治 

②町内にある津鉄の駅舎数は？ 
B-4つ 

（川倉・芦野公園・金木・嘉瀬）でした。 

応募総数20名、うち全問正解者は13名で
した。抽選の結果、当選者は次の 5名とな
りました。 

松 山 毒 樹さん（金 木） 
エ 藤 勇 蔵さん（金 木） 
藤 元 美紗子さん（金 木） 
中 村 	恵さん（嘉 瀬） 
野 上 正 則さん（喜良市） 

く
さ
ん
の
ご
応
募
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

た
、つ
 

ン
」
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太
宰
と
三
味
線
 

に
 
た
ぼう
 

「き
っ
と
太
宰
治も
、
仁
太
坊
の
津

軽
三
味
線
を聴
い
た
は
ず
。」
と
、
北

海
道
新
聞
（
平
成
七
年
二月
十
日
）
に
、
 

大
像
和
雄
氏
（
弘前
市
）
の
談
話
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。大
篠
氏
は
学
生
時
代
、
 

L
ん
す
い
 

太
宰
文
学
に心
酔
し
て
い
た
と
い
う
。
 

ま
た
、
三
十
余
年
に及
ぶ
調
査
探
求を
 

し
 
，
、
 

重
ね
、
津
軽
三
味
線の
始
祖
が秋
元
仁

太
郎
（
通
称神
原
の
仁
太
坊
）
であ
る

こ
と
を
実
証
し
、著
書
『
津
軽
三
味
線
 

ぜ
ん
ぼ
う
 

の
誕
生
」
に
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
 

「仁
太
坊
の
津
軽
三味
線
を
聴
い
た

は
ず
」
と
い
う
根
拠
と
し
て
、
太
宰
治

が
明
治
高
等
小
学
校
の
時
に
書
い
た
 

『僕
ノ
町
』
を
挙
げ
て
い
る
。
 

『
僕

ノ
 
町
』
 

【
僕ノ
町
ハ
金
木
町
デ
ア
ル
。
五
所

川
原
ヲ
ノ
ゾ
イ
テ
ハ
北郡
第
ー
ノ
町
デ

ア
ル
。
町
ニ
ナ
ッ
テ
カ
ラ
マ
ダ年
ガ
浅

イ
ケ
レ
ド
モ
、
商
工
業
ノ
登
達
ハ
目
ニ

見
ェ
ル
。金
木
ハ
町
ト
シ
テ
十
分
其
ノ

償
値
ガ
ア
ル
ト
思
フ
。
分
署
ハ
近
頃新

築
サ
レ
、郡
下
ー
ノ
建
築
物
ト
構
セ
ラ

レ
テ
居
ル
。役
場
、
劇
場
モ
ヒ
キ
ツ
ヅ
 
 

キ
郡
下
一
、ニ
ヲ
争
フ
大
建
築
デ
ア
ル
。
 

医
者
ダ
ッ
テ
ー
、
ニ
人
ハ
居
ル
カ
ラ
不

足
ハ
ナ
イ
シ
、
宿
屋
ダ
ッ
テ
チ
ョ
ッ
ト

カ
ゾ
ヘ
テ
モ
、折
ッ
タ
指
ヲ
オ
コ
サ
ナ

イ
コ
ト
ハ
ナ
イ
。タ
ダ
停
車
場
ハ
ナ
イ
。
 

ソ
レ
バ
カ
リ
ハ
五
所川
原
ニ
頭
ヲサ
ゲ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
所
ダ
。ソ
レ
以
外
ノ
モ
ノ

ハ
決
シ
テ
五
所
川
原
ニ
ハ
負
ケ
ナ
イ
。
 

我
ガ
町
ノ
名
物
ハ
競馬
場
ト
、
サ
イ
ノ

河
原
デ
ア
ル
。
 コ
レ
バ
カ
リ
ハ
他
町ニ

ホ
コ
ッ
テ
モ
尚
ア
マ
リ
ア
ル
モ
ノ
デ
ア

ル
。
（
後
略
）
】
 

太
宰
治
は大
正
十
一
年
三
月
二
十
三

日
、金
木
第
一尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
、
 

四
月
一
日
明
治高
等
小
学
校
に
入学
し

て
い
る
。
大
正
十
二
年
一
月
十
五
日
か

ら
二
月
七
日
ま
で
に
、
ク
ラ
ス
担
任
傍

島
正
守
氏
の
指
導で
、
青
森
中
学
校受

験
準
備
の
ため
課
題
綴
方
を
「像
習
用
 

よ
み
か
た
ち
ょ
う
 

讃
方
帖
」
 
に二
十
篇
書
い
て
い
る
。
そ

の
十
六
篇
目
が
、
二
月
六
日
に
書
い
た
 

『僕
ノ
町
』
で
あ
る
。
 

『僕
ノ
町
』
に
は
、
そ
の
こ
ろ
の
金

木
町
の
こ
と
を
五
所
川
原
と
比
較
して

具
体
的
に
書
い
て
い
る
。
 そ
の
中
で
 

「我
ガ
町
ノ
名
物
ハ
競
馬
場
ト
、サ
イ

ノ
河
原
デ
ア
ル
。
コ
レ
バ
カ
リ
ハ
他
町

ニ
ホ
コ
ッ
テ
モ
尚
ア
マ
リ
ア
ル
モ
ノ
デ
 
 

ア
ル、
」
と
強
調
し
て
い
る
。
「サ
イ
ノ

河
原
」
と
は
「川
倉
奏
の河
原
地
蔵
尊」
 

の
こ
と
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、自
分
の

体
験
や
見
聞
をも
と
に
し
な
い
と
書
け

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
 

三
味
線

と
の
接

点
 

太
宰
治
は
明
治
四
十
二
年
生
ま
れ
。
 

た
た
 

同
じ
年
に
、
津
軽
三
味
線
の
神
様
と
称

え
ら
れ
た
白
川
軍
八
郎
も
、
金
木
の
沢

部
に
生
ま
れ
て
い
る
。
軍
八
郎
は
仁
太

坊
の
最
後
の
弟
子
であ
っ
た
。
軍
八
郎

少
年
の
目
は白
黒
の
識
別
が
つ
く
く
ら

い
、
う
っ
す
ら
と
光
が
差
し
て
い
た
と

い
う
。
少
年
は
、
時
に
は
大
道
芸
や座

打
ち
を
す
る
老
い
た仁
太
坊
の
手
引
き

役
を
し
て
い
た
。
 

大
正
十
一
年
旧
六月
二
十
二
日
、
一
一

十
四
日
、
川
倉
奏
の
河原
地
蔵
尊
の
例

大
祭
で
、
仁
太
坊
は
三
味
線
を
弾
き
、
 

手
引
き
の
軍
八
郎
も
三
味
線
を
弾
い
て

い
た
。仁
太
坊
満
六
十
四
歳
、軍
八
郎

満
十
三
歳
の
ころ
で
あ
る
。
 

誰
か
に
連
れ
ら
れ
た
津
島
修
治
少
年

は
、
叩
き
奏
法
の
津
軽
三
味
線の
名
人
 

き
上
う
お
う
 

芸
を
耳
に
し
、胸
奥
に
し
み
こ
ま
せ
た
 

か
く
し
上
う
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
。
確
証
は
な

い
。
し
か
し
魅
力
的
な
説
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
太
宰
治
と
三
味
線
の
か
か

わ
り
が
明
確
な
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
旧
制
弘
前
高
校
時
代
、
弘
前
の

藤
田
家
に
下
縮
糾
に
い
た
。
「．」
‘
太
宰

の
部
屋
の
壁
に
太
悼
の
三
味
線も
か
け

て
あ
っ
た
」
と
、
石
上
玄
一
郎
は
「
太

宰
治
と
私
』
（
昭和
六
十
一
年
）
に
明

記
し
て
い
る
。
隣
室
の
藤
田
家
長
男
本
 

た
ろ
・っ
 

太
郎
も
同
様
の
こ
と
を
記
述
し
て
い

る
。
太
宰
治
は
、竹
本
咲
栄
に
義
太
夫

を
習
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
 

三
味
線
を
自分
の
部
屋
に置
い
て
い
 

三
味
線
は
ふ
る
さ
と
の
に
お
い

が
す
る
と
い
う
佐
藤
麻
里
さ
ん
 

ひ
 

た
と
い
う
こ
と
は
、弾
き
た
い
願
望
と
、
 

胸
奥
の
津
軽
三
味
線
の
強
烈
な
音
色
を

思
い
出
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
」
一

味
線
に
ふ
る
さ
と
の
に
お
い
を
懐
か
し

ん
で
い
た
か
…
。
い
ず
れ
に
せ
よ
太
宰
 

み
 

治
は
、
太
悼
三
味
線
に魅
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 

ふ
る
さ
と
の
に
お
い
 

町
v蓋
［
良市
小
学
校
六
年
私
藤
麻
理

さ
ん
も
、
同
じ
体
験
を
し
て
い
る
。
 

（太
宰
文
集
「
新
樹
」
六
号
作
品）
 

【私
は
去
年
の
後
期
、
三
味
線
ク
ラ

ブ
に
入
っ
た
時
は
、
た
だ
、
〈
三
味線

て
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な
あ
〉
と
、
思

っ
た
だ
け
で
し
た
。
…
自
分
の
ふ
る
さ

と
に
伝
わ
る
、
伝
統
的
な
楽
器
を一
度

で
い
い
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
思
いま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
夢
が
か
な
い
ま
し

た
。
手
に
持
っ
た
時
、
少
し
ズ
シ
ッ
と

き
た
け
ど
、無
意
識
に
わく
わ
く
し
て

い
ま
し
た
。
音
合
わ
せ
な
ど
し
て
、
少

し
ず
つ
順
調
に
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
 

最
初
は
指
が
赤
く
な
っ
て
、
い
や
だと

思
っ
て
い
た
け
ど
、三
味
線
を
ひく
度

に
楽
し
く
な
っ
て
き
て
、
と
て
も
充
実

し
た
感
じ
で
し
た
。
…
私
は
、
三
味
線

を
ひ
い
て
い
る
と
、
自
然
に
な
つ
か
し

い
感
じ
が
し
て
く
る
の
で
、〈
三
味
線

っ
て
不
思
議
だ
な
あ
〉と
思
い
ま
し
た
。
 

も
し
、
三
味
線
を
や
っ
て
い
な
か
った

ら
、
こ
ん
な
気
分
に
な
ら
な
か
った
と

思
い
ま
す
。
だ
れ
か
が
三
味
線
を
ひい

て
い
る
時
も
こ
ん
な
気
持ち
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
私
は
、
三
味
線
を
ひく
曲

は
、
ふ
る
さ
と
の
にお
い
が
す
る
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
伝
統
が
い
つ

ま
で
も
続
い
た
ら
い
い
なあ
と
思
い
ま

す
。】
 

小
学
生
の
麻
理さ
ん
は
、津
軽
三
味

線
を
弾
い
て
い
る
と
、
な
つ
か
し
い
気

分
に
な
り
、ふ
る
さ
と
の
に
お
い
が
す

る
と
い
う
。
こ
の
に
お
い
こ
そ
津
軽
で

あ
り
、
金
木
で
あ
る
。
ま
た
太
宰
との

接
点
で
も
あ
る
。
 

太
宰

を
し
の
ぶ

・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 

金
木
町
太
宰
会
々

長
 

津
軽
・
金
木
・
太
宰
…
田
 

木
 
下
 
巽
 

広報かなぎ自の 

(
 



食
事
療
法
、運
動
療
法
は
？
 

4 

自
己
管
理
ノ
ー
ト
 

6 

(
 

(
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

糖

尿
病
 
自
己

管
理
に
よ
る
血
糖
自
己測
定
 

内
科
 
都
谷

森
 
弘
 

■

ハ
人
に
一
人
が
糖
尿
病
 

厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
医

療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、
国
内
で
約

二
百
二
十
万
人
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
最
近
の
調
査
で
は
、
糖
尿
病
の

患
者
数
は
約
六
百
六
十
万
人

（四

十
歳
以
上
で
八
人
に
一
人
が
糖
尿

病
で
あ
る
）
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
の
差
か
ら
、
糖
尿

病
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
で

い
る
人
や
、
あ
る
い
は
気
付
い
て

い
て
も
治
療
を
し
な
い
で
い
る
人

が
い
か
に
多
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。
 

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
少
な
い
た

め
に
こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
治
療
し
な
い
で

い
る
と
、
や
が
て
全
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
を
起
こ
す
の
が
こ
の
病

気
の
特
徴
で
あ
り
恐
ろ
し
い
点
で

す
。
 

高
血
糖
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
の

ど
が
渇
く
、
お
小
水
が
多
い
、
ト

イ
レ
が
近
く
な
る
、
で
き
も
の
が

で
き
や
す
い
、
体
が
か
ゆ
い
、
傷
 
 

が
治
り
に
く
い
、
足
が
つ
る
、
だ

る
い
、
疲
れ
や
す
い
、
物
覚
え
が

悪
い
、
集
中
し
な
い
、
眠
い
、
お

腹
が
す
く
、
食
べ
て
も
や
せ
る
と

い
っ
た
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
血
糖
値
が
極
め
て
高
い

状
態
で
は
、
昏
睡
に
陥
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

糖
尿
病
に
よ
る
高
血
糖
状
態
は
、
 

き
ち
ん
と
し
た
医
師
の
指
導
を
受

け
て
治
療
を
守
れ
ば
、
確
実
に
よ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
不
足

し
て
い
る
状
態
は
加
齢
や
長
年
の

生
活
習
慣
の
結
果
と
し
て
起
き
た

も
の
で
す
の
で
、
多
く
の
場
合
な

か
な
か
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
治
療
に
よ
っ
て

一
時
的
に
血
糖
値
が
下
が
っ
た
と

し
て
も
、
治
療
を
続
け
生
活
を
正

し
て
い
な
け
れ
ば
血
糖
値
は
す
ぐ

ま
た
高
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
 

日
気
付
い
た
と
き
に
はも
う
 

糖
尿
病
の
人
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
 

ー
ル
を
続
け
て
い
け
ば
、
高
血
糖

に
よ
っ
て
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
（
合
併
症
）
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
寿
命
も
健
康
な
人
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
、
合
併

症
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
そ
し
て
合
併
症
は
一

度
発
症
し
て
し
ま
う
と
一
般
に
治

療
は
難
し
く
、
進
行
を
抑
え
る
こ

と
が
治
療
の
主
な
目
的
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
気
付
い
た
と
き
は

も
う
取
り
返
し
の
つ
な
か
い
状
態

に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
患
者
さ

ん
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

日
生
活
習
慣
病
 

糖
尿
病
は
加
齢
や
日
常
の
生
活

習
慣
が
誘
因
と
な
っ
て
発
病
す
る

た
め
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 そ
し
て
、
糖
尿
病
の

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
現
代
社
会
そ

の
も
の
が
糖
尿
病
を
増
や
す
生
活

習
慣
を
生
み
や
す
い
構
造
に
あ
る

か
ら
で
す
。
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不

足
、
ス
ト
レ
ス
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

飲
み
す
ぎ
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
現
在
増
え
続
け
て
い
る
事
柄
で
、
 

外
食
産
業
の
隆
盛
や
自
動
車
社
会

の
繁
栄
、
肥
満
の
増
加
、
ス
ト
レ

ス
社
会
な
ど
糖
尿
病
を
招
き
ゃ
す

い
条
件
は
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
 
 

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
活
習

慣
に
か
か
わ
る
誘
因
と
と
も
に
、
 

糖
尿
病
の
発
病
に
は
遺
伝
的
な
素

因
も
深
く
関
係
し
て
い
る
た
め
、
 

親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
場
合

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
な

お
、
加
齢
や
生
活
習
慣
と
は
関
係

な
く
発
病
す
る
タ
イ
プ
の
糖
尿
病

も
あ
り
ま
す
。
 

糖
尿
病
の
診
断
と
し
て
主
に
、
 

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
良
し
悪
し

で
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
の
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
医
師
に
よ
る
指

導
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

患
者
さ
ん
自
身
に
よ
る
食
事
療
法
、
 

運
動
療
法
を
ど
れ
だ
け
し
っ
か
り

行
わ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
他
の
病

気
と
違
っ
て
患
者
さ
ん
自
身
の
自

己
管
理
に
大
き
く
依
存
し
た
病
気

と
い
え
る
の
で
す
。
こ
の
自
己
管

理
を
十
分
に
行
う
た
め
に
自
己
チ

エ
ッ
ク
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

日
情
報
を

治
療
に生
か
す
 

血
糖
自
己
測
定
は
、
日
常
生
活

の
中
で
患
者
さ
ん
自
身
が
必
要
に

応
じ
て
、
小
型
の
簡
易
測
定
器
で

血
糖
の
日
内
変
動
を
測
定
し
、
そ

の
情
報
を
治
療
に
生
か
す
も
の
で

現
在
、
全
国
で
約
三
十
か
ら
四
十
 
 

万
人
が
行
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 そ
の
ほ
と
ん
ど
が
健
康

保
険
が
適
用
に
な
る
イ
ン
ス
リ
ン

療
法
の
患
者
さ
ん
で
す
。
し
か
し
、
 

こ
こ
数
年
の
簡
易
測
定
器
の
性
能

は
画
期
的
な
進
歩
や
価
格
の
低
下

と
と
も
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
使
っ

て
い
な
い
患
者
さ
ん
の
間
で
も
血

糖
自
己
測
定
を
行
う
動
き
が
広
が

り
始
め
て
い
ま
す
。
 

血
糖
白
己
測
定
を
行
っ
た
ら
す

ぐ
に
自
己
管
理
ノ
ー
ト
に
デ
ー
タ

を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と
き

に
大
切
な
こ
と
は
、
血
糖
値
と
と

も
に
そ
の
時
の
食
事
内
容
や
運
動

量
も
書
き
添
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
 

特
に
間
食
を
と
っ
た
時
や
会
食
な

ど
で
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
食
べ

た
時
、
あ
る
い
は
特
別
の
運
動
を

し
た
と
き
な
ど
は
、
忘
れ
ず
に
記

入
し
て
お
く
よ
う
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
低
血
糖
症
状
が

有
っ
た
か
無
か
っ
た
か
は
大
切
な

情
報
で
す
か
ら
、
必
ず
血
糖
値
の

そ
ば
に
書
き
込
ん
で
お
く
こ
と
で

す
。
そ
し
て
次
の
受
診
時
に
は
、
 

自
己
管
理
ノ
ー
ト
を
持
参
し
て
主

治
医
に
見
て
も
ら
い
、
イ
ン
ス
リ

ン
量
の
調
節
や
食
事
療
法
、
運
動

療
法
の
具
体
的
な
指
導
を
受
け
る

の
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
 

(ii）広報かなぎ 



（ノ f/fより） 

つよ し 

平川 剛士くん 

2 月17日生 
元気な子に！ 

だい ち 

秋元 大地くん 

1 月25日生 
たくましい元気な子供に育ってほし 
い 	 （母 香織より） 

は じめ ま して 

はる か 

山中 晴香ちゃん 

2 月 6 日生 
やさしく育ってほしい 

（母 晴美より） 

ゆ き 

浅利 裕紀ちゃん 

2 月12日生 
早く一緒に遊べたらいいなあ 

（兄 啓太・智也より） 

こう すけ 

斉藤 耕助くん 

2 月 2 日生 
やったあー 僕達の家に赤ちゃんがやって来ました！ 
僕はミルク係。私はオムツ係です。（育成＆真子より） 

じゆい き 

石岡 樹衣揮くん 

1 月30日生 
仲よくしようね！ 

（兄 樹揮也・弥輝也より） 

前年同月比 2 月末現在 

男 	5, 716人 	△ 81人 

女 6,297人 △ 56人 

計 12,013人 	△ 137人 

世帯数 4,070 	 8 
ノ 

人

口
と

世
帯
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戸
  籍

  の
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ニ
月
届
出

分
 

お

め

で
と

う
 

秋

元
 
犬
地

（
仁

）
嘉
 
瀬

斉

藤
 
糖
臨

（和
博
）
嘉
 
瀬

石
岡

樹
衣
揮
（
直
樹
）
金
 
木

鳴
海
 

慧
和
（

勝
教
）
喜
良
市

山
中
 

晴

香
（
正
仁
）
嘉
 
瀬

浅

利
 
柳
緑

（
寿
夫）
川
 
倉

平

川
 
醒

か

（清
人
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
佐
藤
吉
寿
（
吉
衛
門
）
鯵
ケ
沢
町
 

「
津
田
美
加
子
（

正
）

嘉
 
瀬
 

（
工
藤
 
誠
史
（
金
蔵
）
金
 
木
 

「
小
野
 
照
美
（
福
硯
）
七
戸
町
 

（
木
村
 
清
（

繁
）
木
造
町
 

「
秋
元
由
紀
子
（
文
治
）
嘉
 
瀬
 

お
 
く
 
や
 
み
 

村
田
 

ア

イ
（
7
0才
）
金
 
木

小
野
 
鉄

男
（
8
5才
）
喜
良
市

小
山
内
 
晴
夫

（9
9才
）
川
 
倉

小

川
 
俊
彦
（

7
0才
）
喜
良
市

吉
田
 
一
 
二
（
6
8才
）
蒔
 
田

李
 
浩
徳

（8
5才
）
金
 
木
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

広
報
か
な
ぎ
二
月
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
 

▼
十
ニ
ペ
ー
ジ
 

「お
め
で
と
う
・
は
じ
め
ま
し

て
」
欄
の
伊
藤
大
平
く
ん
が
太
平

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

広報かなぎ自2) 


